
新 潟 市

City of Niigata

2021年10月18日
日本海側随一の高さ「万代島ビル」・国際会議も開催される「朱鷺メッセ」

日本一の長さを誇る信濃川河口の風景

みなとまち。

みらいまち。

新 潟 市
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１．新潟市のプロフィール
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■北前船の寄港地として、また開港５港の一つ

として古くから栄えた「みなとまち」の歴史と文化

■明治元年開港以降は世界に開かれた港として、

人や物の交流拠点としての役割を担ってきた

人口・面積

面積： 726.27k㎡
（政令市中8位）

人口： 789,715人
（政令市中16位）

※ 令和2年国勢調査（速報値）

日本列島・新潟県のほぼ中央、

環日本海の中枢都市

幕末の開港５港の一つ

みなとまち新潟

新潟古町芸妓

■日本三大芸妓の街

として、京都祇園、

東京新橋と並び

称されてきた

■みなとまちを代表する

文化のひとつ

２



新潟市の立地環境（気候）

新潟 ＝
というイメージをお持ちではありませんか？

豪雪地帯と言われスキー場などが多数立地する上中越
地域や山間部は3～4メートルも積もることもありますが、
日本海沿岸部の平野に広がる新潟市では、雪は比較的
多くありません。

また、関東以北の政令市としては、比較的温暖で、
春から秋は東京より日照時間が長く好天な月もあります。
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新潟市の立地環境（交通インフラ）
新潟市は、新潟県の北東部に位置する本州日本海側で唯一の政令指定都市として、新幹線や高速道路など、

陸上交通網が充実しているほか、国際空港、国際港湾を擁し、高次の都市機能を備えています。

海路

 日本海側の総合的拠点港

 貨物取扱能力アップへ向けた整備

空路

 国際線３カ国（地域）４路線、
国内線６都市８路線 ４

 上越新幹線 ： 東京・新潟間最短９７分

 高速道路 ： 北陸（関越）・磐越・日本海
東北自動車道の結節点

陸路



耕地面積（田） 28,300ha 市町村別 全国1位（R1）

農業産出額 564.5億円 市町村別 全国5位（R1）

米産出額 329.4億円 市町村別 全国1位（R1）
５

新潟市の農業力、食品製造力

関 連 デ － タ

今代司酒造㈱
創業253年



２．新潟市の取り組み
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令和３年度における新潟市の取り組み

② 選ばれる都市 新潟市

～ウイズコロナ・ポストコロナ時代のまちづくり～

① 新型コロナウイルス感染拡大防止対策 と

経済社会活動の再興 に向けて



感染拡大防止対策 と 経済社会活動の再興
（人口10万人当たりの累計陽性者数 / R3.9.1時点）

○新潟市の人口当りの
感染者数は20政令市中最⼩

本市の感染状況・政令市別

新潟市

（人/10万人あたり） 8



感染拡大防止対策 と 経済社会活動の再興

経済社会再興本部会議（R2.5.26〜R2.11.30）を開催
12分野 94団体 の皆さまと意⾒交換を実施

各種団体との意⾒交換の状況

現場の皆さまの声を的確に捉え
従来の進め方に捉われない
スピード感を持った施策⽴案

9



感染拡大防止対策 と 経済社会活動の再興
令和３年度の主な取り組み

感染拡大防止対策

● 妊婦・高齢者・介護施設職員等に対する
PCR検査等の助成

● 地域活動や学校園における感染症対策を強化

● 新型コロナウイルスワクチン接種体制の確保
▶ 2月1日付、保健所内に10人体制の専門チームを設置

4月以降の⾼齢者への接種開始に向け準備
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感染拡大防止対策 と 経済社会活動の再興
令和３年度の主な取り組み経済社会活動の再興

● 企業連携による事業の創出に対する助成を⾏い、
新たな事業への挑戦を後押し

● 新型ウイルス禍で表面化した企業の課題解決に
向けたＩＴツールの導入を支援

● 地域のお店の応援と消費喚起を目的に、
「地域のお店応援商品券」の第２弾を発⾏

■新型ウイルス禍でも持続可能なビジネスモデルへの転換に向け

● 地域の割烹やホテルなどから購入する弁当の費用補助
について、3月から企業を対象に拡充

11



感染拡大防止対策 と 経済社会活動の再興

● マイクロツーリズムの推進やオンラインの活用など
による「新しい観光スタイル」の構築・推進

● 市⺠参加型の公演を開催し、新型ウイルス禍での
イベント開催方法の周知を図るとともに、文化施設の
使用に係る負担を軽減し、文化活動の再興を推進

令和３年度の主な取り組み
経済社会活動の再興

● ＭＩＣＥの繋ぎ止め・今後の回復に向け、補助制度の
拡充を継続

■ 社会の変化を捉えつつ感染症対策を⾏いながら

12



選ばれる都市 新潟市 〜ウイズコロナ・ポストコロナ時代のまちづくり〜

必ず来る新型ウイルス禍の終わり その転換期を⾒据え、

新潟市の新しい未来を切り拓くビジョンを⽰すことが必要︕

新型コロナウイルスによる
価値観や意識の変化

新たな都心軸の誕生など
新潟都心の構造転換

これからのまちづくりにかける思い

「選ばれる都市新潟市」
〜ウイズコロナ・ポストコロナ時代のまちづくり〜
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選ばれる都市 新潟市 〜ウイズコロナ・ポストコロナ時代のまちづくり〜

にいがた２キロ

にいがた２km（読み方︓ニイガタ⼆キロ）

新潟駅南北市街地が⼀体化
▶ 新潟駅ー万代ー古町をつなぐ

「新たな都心軸」が誕生

新たな都心軸の誕生

古町

新潟駅

万代
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選ばれる都市 新潟市 〜ウイズコロナ・ポストコロナ時代のまちづくり〜

新潟駅周辺地域の整備を推進
新潟駅万代広場
令和５年以降順次供用予定
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選ばれる都市 新潟市 〜ウイズコロナ・ポストコロナ時代のまちづくり〜

（仮称）バスタ新潟の整備 （国土交通省直轄事業）
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選ばれる都市 新潟市 〜ウイズコロナ・ポストコロナ時代のまちづくり〜

さらなる住⺠福祉の向上 住⺠福祉の財源確保

訪れたいまち
ビジネスを展開するまち

価値観や意識の変化

存

和

共

調 業

革

協

変

新たな都心軸の誕生

好
循
環

転換期

経済活力と雇用、新たな価値の創造

都 心
エリア

新潟の強み
（食・農）

都市 田園

暮らしやすいまち

ウイズコロナ・ポストコロナ時代

「選ばれる都市 新潟市」
17



都市と田園が調和し、「暮らしやすいまち」

● こども医療費助成の拡充
▶ 通院助成を⾼校生まで拡大

● 病児・病後児保育の充実
▶ 保育園などからの緊急的な送迎対応

● 多胎児支援
▶ 多胎の妊産婦の方の

妊婦健診を充実、育児負担を軽減

令和３年度の主な取り組み
子育て・教育環境を充実
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都市と田園が調和し、「暮らしやすいまち」

● GIGAスクール構想の推進
▶ 授業でのＩＣＴ機器を活用、

支援員を新たに配置

令和３年度の主な取り組み
子育て・教育環境を充実

出会いから結婚まで切れ⽬のない支援

● 出会い・結婚へのサポート
▶ 企業や店舗と連携した結婚を応援する機運の醸成
▶ 結婚に伴う新生活を支援

タブレット端末を用いた授業
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都市と田園が調和し、「暮らしやすいまち」

● 認知症の方や家族への支援体制を充実
▶ 認知症地域支援コーディネーターの配置、

認知症サポーターを養成
認知症の方や家族とつなぐ仕組み（チームオレンジ）

令和３年度の主な取り組み
健康⻑寿社会の実現

● フレイル（虚弱）予防の拡充
▶ チェックシートを活用、

実施地域を拡大
フレイルチェックの様子
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都市と田園が調和し、「暮らしやすいまち」

● 東京圏から移住・就業する方への支援
▶ 東京圏からの移住の促進、就業など

本市での暮らしを支援

● 新潟暮らし創造運動の推進
▶ 新潟暮らしの魅⼒を市内外にＰＲ

本市への移住促進、若者の流出抑制

令和３年度の主な取り組み『暮らしやすさ』を
市内外にアピール

新潟暮らし相談会の様子

21



「訪れたいまち」「ビジネスを展開するまち」
都⼼の成⻑エネルギーを市域全体へ

令和３年度の主な取り組みまちを活性化、賑わいを創出

● 『新潟都心の都市デザイン』の推進
▶ 公共空間の社会実験（万代シテイ周辺） 、

都⼼部の景観ルールづくり（古町花街、柾⾕⼩路など）

● 都市再生緊急整備地域への指定
▶ R３年度中の指定を⾒据え、

特例を活用した再開発に向け前進
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「訪れたいまち」「ビジネスを展開するまち」
都⼼の成⻑エネルギーを市域全体へ

令和３年度の主な取り組みまちを活性化、賑わいを創出

● 都心のまちづくりを推進
▶ 古町地区の食や街並みといった地域

資源を活かしたコンテンツ創出を支援

● 古町地区の空き店舗活用への支援
▶ 商店街、まちづくり会社と連携し新たな出店を支援

● 古町花街の歴史的な街並みの保存
▶ 歴史的な建造物等の保存や外観整備を支援

古町通り、本町通り
東堀通り、⻄堀通り
近辺

古町地区

23



「訪れたいまち」「ビジネスを展開するまち」
都⼼の成⻑エネルギーを市域全体へ

● 中⼩企業生産性向上設備投資支援
▶ 新型ウイルス禍においても新たな設備投資を支援

令和３年度の主な取り組み経済活⼒を生み、雇用を創出

● ＤＸプラットフォームの構築
▶ ５Ｇなどデジタル技術を活用

企業・人・技術などをつなぎ協業を促進

● 製造・物流業の企業⽴地への支援
▶ 新たな工業用地に進出する市内企業への支援など拡充

産業振興センターに、
『５Gビジネスラボ』を設置

24



「訪れたいまち」「ビジネスを展開するまち」
「食」「農」の連鎖が新潟市産業の強み

● スタートアップ企業と市内企業の協業促進
▶ フードテック・アグリテック（食・農×テクノロジー）を

キーワードに、新しい形で「食」「農」に関連した
ビジネスモデルの創出を支援

●新潟産品の輸出を促進
▶ オンラインを活用するなど商談機会を創出し、

新潟の「食」の輸出を拡大

令和３年度の主な取り組み『食』×『農』の強みを活かし
本市の産業をけん引

25



「訪れたいまち」「ビジネスを展開するまち」
「食」「農」の連鎖が新潟市産業の強み

● 元気な農業を応援

● 園芸作物の販路拡大

儲かる農業の実現
生産×販売を一体で推進

▶ スマート農業や園芸導入に
関する設備投資を支援

▶ 市、農業者団体等の販売戦略会議を⽴ち上げ、
オール新潟体制での販売促進を展開

令和３年度の主な取り組み

自動運転田植機による実証実験

26



３．財政状況
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令和３年度当初予算の状況

 新潟市の令和３年度当初予算は、全会計合計で７，５８２億円

 うち、一般会計当初予算は３，８６６億円で、２０政令市中１５番目の規模（令和２年度１５番目）

（億円）

令和３年度一般会計当初予算（政令市比較）会計別当初予算額

一般会計

３，８６６億円
△４４億円（△１．１％）

（R２：３，９１０億円）

特別会計

２，４７７億円
＋２１億円（＋０．９％）

（Ｒ２：２，４５６億円）

企業会計

１，２３９億円
△７億円（△０．６％）

（Ｒ２：１，２４６億円）

合 計

７，５８２億円
△３０億円（△０．４％）

（Ｒ２：７，６１２億円）

28



令和２年度普通会計の決算状況

＋８８９億円

（＋２２．１％）

△２４（△１．８％） △２２（△６．０％） ＋２６（＋４．５％） ＋９５３（＋１１０．６％） ＋６９（△１２．０％） ＋２５（＋９．１％）

＋８６９億円
（＋２１．９％）

＋４５（＋５．１％） ＋１５（＋１．８％） ＋７（＋１．６％） △８５（△１５．４％） ＋８１４（＋２７３．２％） ＋７０（＋１３．５％）＋３（０．６％）

 定額給付金事業に伴い（歳入）国庫支出金、（歳出）補助費が増加

 新庁舎建設や学校空調整備事業の完了により建設事業費が減少したことに伴い、市債が減少

２9



義務的経費の構成割合

 他政令市と比較して義務的経費の比率が低い

 中でも扶助費の割合が低い（政令市平均22.2％ ＞ 本市17.1%）

義務的経費 （令和２年度政令市比較）
（％）

44.7

38.5

44.1 45.445.2 45.2
43.7

45.4
45.7 46.3 47.1 47.6 48.0 48.6 48.6 49.4 49.4 50.5 51.0

政令市平均 47.0

※端数処理により合計が一致しない場合がある

30
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財政力指数と経常収支比率
 財政力指数は、0.696（R1：0.700）。
 経常収支比率は、94.7％（R1：94.9％）。政令市中7番目に低い

財政力指数 経常収支比率

（％）

政令市平均 96.7
政令市平均 0.859
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健全化判断比率
○いずれも早期健全化基準を大きく下回っている

○実質赤字比率、連結実質赤字比率はともに黒字

⇒財政の健全性を維持

健全化判断比率の政令市散布図

32

区分 新潟市 早期健全化基準

実質赤字比率 - 11.25%

連結実質赤字比率 - 16.25%

実質公債費比率 10.9% 25 .0%

将来負担比率 134.7% 400.0%



全会計の市債残高（令和２年度末）

（単位：百万円）

全会計の令和２年度末市債残高は1兆298億円

市民１人あたり残高は81.5万円

会計別市債残高 市民1人あたりの市債残高（普通会計）

33

令和元年度末残高 令和２年度末残高

630,564 639,932

8,428 7,768

小　計 387,901 382,102

1,026,893 1,029,802

311,554

区分

一般会計

特別会計

企

業

会

計

水道事業会計 48,421

合　計

48,889

病院事業会計 23,292 21,659

下水道事業会計 316,188



外郭団体の状況
 出資比率25％以上の出資団体一覧

（単位：千円）

令和３年３月末現在
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４．市債運営
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発行計画

 全国型市場公募地方債を継続して発行

 平成２０年度から共同発行市場公募地方債を発行し、今年度も継続発行

 安定的かつ適正な資金調達の取り組みを重視

令和２年度市債発行実績及び令和３年度市債発行計画（全会計）
単位：億円

３6
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国モデル 新潟市(建設)

償還に備えた基金の積立て
 満期一括償還に備え、減債基金へ積立

億円

基金残高推移基金積立ルール

３7

新潟市： 【建設事業債等】20年償還モデル

⇒3年据置後17年間6％ずつ（最終年度4％）

【臨時財政対策債】30年償還モデル

⇒3年据置後27年間3.7％ずつ（最終年度3.8％）

国モデル： 30年償還モデル

⇒30年間1/30(3年間で10％)ずつ

％

年

【積立額比較＜新潟市（建設事業債等）・国モデル＞】



ホームページを通じ、 してＩＲ情報を公開

IR活動について

 投資家の皆様が必要とする情報について、タイムリーにわかりやすく発信します

【 新潟市ホームページ 財政IRサイト 】

http://www.city.niigata.lg.jp/shisei/zaimu/ir/index.html

３8

【 一般財団法人 地方債協会 】

http://www.chihousai.or.jp/08/03_02_54.html

http://www.city.niigata.lg.jp/shisei/zaimu/ir/index.html
http://www.chihousai.or.jp/08/03_02_54.html


新潟市は、日本一の水田面積を誇る全
国有数の大農業都市。信濃川と阿賀野川
の２つの大河が運んできた「水と土」に
よって生まれた肥沃な新潟平野では、ブ
ランド米「コシヒカリ」をはじめとする
新潟米が盛んに生産されています。

新潟の蔵元、高野酒造の杜氏、蔵人が
一丸となって丹精込めて醸し上げた
大吟醸と純米大吟醸の3本セットです。 エチゴビール 350ml缶詰合せ

高野酒造
越路吹雪 純米大吟醸・大吟醸
飲み比べセット

加島屋の人気商品３商品「さけ茶漬」
「いくら醤油漬」「貝柱のうま煮」の詰合せ。
選りすぐりの海の幸を真心こめて作り上げました。
素材の旨みが際立つ粒選りの味わいが満載です。

新潟産のコシヒカリ

ふるさと新潟市応援寄附金
いただきましたご寄附は、「子育て」「新潟ブランド」など７つ分野で

新潟市が取り組んでいる様々な事業に活用させていただきます。

全国第一号地ビール（創業1995年）。
地ビール業界では、数少ない缶ビールの製造
メーカー。４種類の詰め合わせをお届けします。

加島屋のふるさと味覚

【お問い合わせ先】

新潟市財務部財務企画課資金グループ

TEL：025-226-2192
FAX：025-223-1557
E-mail：zaimukikaku@city.niigata.lg.jp
URL：http://www.city.niigata.lg.jp/

返礼品の一例

ふるさとチョイス 楽天ふるさと納税
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